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4月12Ej (木)､午後1時30分から､稚内市保健福祉センター1臆リハビリ一室に於い

て2 0 0 7年度の運営委員会総会が開かれました｡

議事は､横山支部長から2006年度の活動として､総合､支部役員会等の会議報告､北

海道難病連の第27回全道支部協議会､打ち合わせ会､全道集合と広告依掛言動､稚内市ふ

れあい広場､医療講演会､支部主催の合同クリスマスパーティ､枝幸町で行われた道北地区

支部役員研修会などが開催され､その

報告がなされたoさらに､ 2006年

会計収支報告があり､ともども報

おり承認されましたo

次に2007年度の活動計画案と収支

予算案が提案され､討論のあと原案通

り承認されましたC

最後に､役員改選が行われて総会を

終了しました｡

財団法人･北海道難病達稚内支部2007年度事業･行事計画

予定月日 俎8馼ﾇh枌鞅8駟kﾂ�会場 冰ﾉ.亥����B�備考 

4.12 �'I>�迚YI�ﾘ橙�稚内市保健センター ��Ykﾂ� 

5.-2 冉ｸ､9;�>�����ﾘ橙�札幌市 ��kﾂ� 

5.13 冉ｸ､9;�>����迚YHｺh��ｶ�ﾘr�札幌市 ��kﾂ�I 

6. �'I>�迚YIo�醜橙�稚内市保健センター 悼kﾂ� 

8.4-ノ5 ��9;偖x橙�札幌市 �9kﾂ� 

9.2 �'I>��8-8.ｨ*�*(ﾔﾈ�｢�総合福祉センター 添kﾂ� 

10. �&霎h-8.ｨ*�*(,ﾈ�*"�豊富町 悼kﾂ� 

ll. �'I>�迚YIo�醜橙�稚内市保健センター 悼kﾂ� 

12. �4�8ｨ5�7ﾘ5�7��ｸ6X4"� 鼎�kﾂ� 

機関紙発行150部 ��I 

■8.2 �;冉ｹ&霎h辷ｮﾈ<�o�醜ﾊH�8橙�美瑛町 添kﾈ�ｲ�



財団法人･北海道難病連稚内支部･決算･予算報告書

(決算:自2006年4月lE]～至2007年3月3ユ日　予算･自2007年4月1Eト2008年3月31Ej)

(収入の即)

科日 �#��iD�7以亥｢�2007年度予算 儖Xﾖﾂ�

支部運営助成金 ��#津����129,000 �;�>��$(��ﾈｾ��

市町村助成金 ���ﾃ����10,000 凉��ｹ*ﾉ^'Vｨｾ��

その他補助金 鉄�ﾃ����50,000 �'I>��9Y�8ｺhｶ8ﾇﾈ��ﾈｾ��

参加費収入 ��#Rﾃ3���110,000 ��9;偖x檍����N��

寄付金収入 ���0 ��

協力会還元金収入 �3�ﾃS���30,000 �;�>��$(ｺi|ﾘ檍ｭ(ﾋ8ｾ��

募金箱還元金収入 迭ﾃss��5,000 ��

署名.募金還元金収 入 鼎#��3,000 傚�kﾈｭ(ﾋ8ｾ��

販売事業収入 涛c��3,000 ��8ﾈ�+X-��ﾈ.鵜ﾉHHｭ(ﾋ8ｾ��

その他事業収入 唐ﾃ����10,000 ��9;偖x檍ﾔﾈﾙ�ｭ(ﾋ8ｾ��

受け取り利息収入 都r�118 ��

難病達参加事業助成金収 入 都�ﾃ�#��66,000 ��9;偖xﾘy�ﾈ檍ｶ8��閲yN��

積立金取崩収入 �� ��

前期繰越金 涛�ﾃ都��62,982 ��

収入合計 鉄#2ﾃ�32�479,100 ��

● (支出の郡)

科目 �2006年度決算 �#��yD�7疫ﾈ蠅�備考 

会書芸費 �81,710 塔�ﾃ���� 

支部役員会 ��Bﾃ3���15,000 倡浦I�ﾘ檍耳戊�8効醜檍ﾏ�,ｩN��

本部会議費 田bﾃ3#��66,000 冏ｹYI�ﾘ檠�ﾈﾇﾈ��ﾇﾈ��閲yN��

1その他会言謂 �� ��

事業費 �373′579 �3�2ﾃ���� 

地区集会費 ��30,000 囘ﾉW�&霎h�橙�

全道集会 祷.�����50,000 ��9;偖x檍����^(��2�

医療講演会 �� ��



�検診相談会

�機関紙認費

��20,000

�研修会

�79,400

�80,000

�道北地区支部役員研修会

�レク・交流会

�196,297

�200,000

�交流会経費

�地域部会援助費

�相談員補助

�活動費

��10,000

�慶弔費他

�負担金・分担金

�ＨＳＫ負担金

�3,100

�3,100

維持運営費

��6,662

�5,000

�事務局費

�事務消耗品費

�4,860

�3,000

�事務消耗品費●

�通信費

�1,540

�1,000

�切手・ハガキ

�交通費

�資料費

�262

�1,000

�雑費

積立金支出

支出合計

��460,951

�479,100

次期繰越金

��62,982

1、難病連

財団法人・北;道難病連法人第14期支部役員名簿

役職名

�氏名

�所属部会

�住所

�電話

理事
����.,-

評議員

�畠山清一

�後縦靭帯骨化症

��●

2、支部

役職名

�氏名

�所属部会

�住所

�電話

支部長

�畠山清一

�後縦靭帯骨化症

事務局長

�横山者

�肝炎部会

幹事

�大塚満寿美

�肝炎部会

μ

�畠山隆

�後霞靭帯骨化症

月

�石内幸子

�協力会員
３



｜

μ

�福田茂蔵

�腎投合

μ

�岡部節雄

�乾鮒部会

会計監査

�本間秀秋

�肯隠小脳変性症削

μ

�山口末子

�肯砂川詮性症の会

運営委員

�池田英子

�無筋力症部会

幻

�大須賀文子

�ﾊﾞｰｼﾞｬｰ励治

り

�桜井さち子

�腎友会

//

�堂前徹

�肝炎部会

//

�三浦勉

�ﾍﾞｰﾁｪｯﾄ懸

３月31日から４月１日、枝幸町保健福祉センターにおいて、道北

地区の支部役員研修会が開かれ、役員研修会と交流会が開かれました．

これには．旭川、稚内、美瑛、北見、中頓別などから57名の参加が

ありました．また、14名のボランティアの方が会議を支えてください

ました・-＿＿....､'■'.'■'-■^1､､..､-..､.-

●冒頭、開催地・枝幸町の荒屋町

長、天野町議会議長が歓迎と激励

の挨拶がありました。

研修会では、北星学園大学社会

福祉学部助教授の田中先生の｢自

立を支援することの意(床を考え

るｺﾞと題した講演のＤＶ工)を見な

がら学習を深めました。

２日目は、北海道難病運の小田

専務理事からに患者会の３つの役

４



割｣と､難病対策をめく･る-幸陪力てありましたoまた､各支部の活動報告と､交流･討喜晶

が行われ､午子宝1時過ぎに終了しました0

-E]白夜は､ホテルニュー幸杯で､交流釦闇かれましたが､枝幸名物の料理を堪flt巨しま

したo矧こ･ F氾ての蟹が出され参加者はおおいに感浩ルました､加えて地元難病仲間の太

鼓やギターなどの楽器での演奏､難病達応援ソンク.愛"虹の橋,.などのアトラクションが

あり､交流は大いに盛り上力りました｡

稚内支部からは､畠山(後靭帯部会)､本間(告小の芸)､福Eg (告月蔵部会)､桜井(胃臓部

会)､石内(協力含員)､横山(肝炎郡芸)｡同部(乾原糊芸)の5名が参加しましたo

観願嵐肋勧Lて都せる老婆掬鈍才

晶-:::､:::.i;∵･il.　-,･:.. ∴∴

慶貴会の3つ@動物艶ぞ

5月12日､札幌市の札幌サンプラザ会館

で北海道難病連の2007年度総会が開かれ

ました｡総会は2006年度の総括と決算､

2007年度の方針と会計予算､新役員の選出

を満場一致で採択しましたo

決められた2007年度の重点課題は次の

通りです｡

①　療養病床の大幅削減､高齢者医療制度

の導入による医療抑制､リハビリテーショ

ンのE]数制限などの改悪に反対し､医療費
総会に参加する畠山支部長

負担を軽減させる活動に取り組みます｡

②　難病対策の見直しにより､対象者力切り捨てられることがないよう､難病対策予夏を大

幅増吉男するように､国と自治体へ強く働きかけますQ

③北海道の難病対策の後退を食い止め､単独事業をさらに充実するよう､要望活動に日又り

組みます｡
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④ I3型･ C型肝炎患者の経済的､社芸的救済と専門医療体制などの対策を求める活動に召実

り掴みますo

⑤　自立支援法の問題点の改善の活動に取り組みますo

⑥　介護を必要とする全ての患者､障害者に対して､必要な介護が提供されるよう要望活動

に取り乱且みますo

⑦　私たちの活動を支える道や市町村の補助金をこれ以上削減しないよう､要望活動に取り

組みますo

⑧　難病患者･長期慢性疾患患者の就労支援事業に取り組みますo

⑨ JPA (Ej本難病.疾病団体協議会)に結菓し､全国の仲間と連帯して､ ｢素志合的な難病対

策の実現｣と､医療､介護､福祉の充実を目指す活動に取り組みます.

⑬　地土或支部の育成に取り組み､支部協議会と各地区役員研修会を充実させる活動を強めま

●すo
⑪　活動を支える資金活動の取り組み強化をめざして､皆さんで参加できる資金作りとして､

協力会員の拡大､募金箱設置の取り組みを強化しましょうo

⑫　私たちの活動や要望を広く知らせるために､難病達ホームページの改善と機能アップに

取り組みますo

⑬　全ての部会.支部の協力と参加で､第34匝Ⅰ全道集会(札幌大会)を成功させましょう｡

13日は難病センターで支部協喜義会が開かれ､各地の役員研修会の調整や来年の全道大会は

函館で行うことなどを話し合いましたo総含･支部協議会には畠LLJ氏､岡部氏が評議員とし

て書義案討喜義に参加しましたQまた､畠山矧ま稚内支部推薦評議員､岡部氏は乾癖部会推薦評

議員として再選されました｡



･-ヽJ｣

が縛難病連. 7つのスJ)一礼
北海道難病連とは北海道轄病達は1973年に10匡】体(i,100家族)によって発足し､現在

は30部会(疾病別団体)と24拙或支部(1準備会)で構成され､全道13,300家族が参加

する団体となっていますo　次の7つのスローガンと2つの希い(ねがい)を掲げて､多彩

な活動をしています0

7つのスローガン

☆国と道は､原因の究明と治療法の確立をJ%いで下さいr I

☆すべての難病の治療を公賢負担にして下さい日

☆)1護手当の支給と通院交通費､付添費の補助を日

☆悪者､障害児者の教育の選択権を親と子に日

☆医療過誤､薬害を無くし被害者の救済を日

☆北海道の総合白勺な難病対策の百蛋立を-Ejも早く,H

☆広く道民と事を結び､明るい福祉社会を実現させよう日

2つの希い

☆私たちの住んでいる地王戒の医療･地上或の福祉･地域の活動をTI

☆難病患者･障害者･高齢者が安心して暮らせる社会をr-
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